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2006年度 中間決算説明会

Ⅰ．2006年度中間期 決 算 概 要

Ⅱ．2006年度 通期業績見通し

Ⅲ．中期的な成長に向けた重点施策
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2006年度 中間決算説明会

ＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリングＮＥＣネッツエスアイ・エンジニアリング((株株))

ＮＥＣネッツエスアイ・サービスＮＥＣネッツエスアイ・サービス((株株))

東洋ネットワークシステムズ東洋ネットワークシステムズ((株株))

((株株))ネシックアセレントネシックアセレント

トーヨーアルファネットトーヨーアルファネット((株株))

ＮＥＣテレネットワークスＮＥＣテレネットワークス((株株))（ＮＴＷＸ）（ＮＴＷＸ）

海外現地法人海外現地法人 ７社７社

ＮＥＣネッツエスアイグループの概要ＮＥＣネッツエスアイグループの概要

ＮＥＣネッツエスアイ株式会社ＮＥＣネッツエスアイ株式会社

ＮＮ ＥＥ ＣＣ
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2006年度 中間決算説明会

Ⅰ．２００６年度中間期 決 算 概 要
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2006年度 中間決算説明会

541

731

301
261

145

114

セグメント別

1,000

500

機器等販売

△21.1％減

通信工事

15.1％増

05年度（中間） 06年度（中間）

413394

177
255

212

288

122

92

68

71

マーケット別

1,000

500

05年度（中間） 06年度（中間）

海外

△5.0％減

官公庁

32.3％増

通信業

35.8％増

NEC・NECｸﾞﾙｰﾌﾟ

44.0％増

企 業

4.8％増
（26.2%）

（63.8%）

（10.0%）

[1,146]

NTWX
191

（36.0%）

（25.2%）

（10.6%）

（5.9%）

（22.3%）

[1,146]

（27.6%）

（57.1%）

（15.3%）

[947]

前期比：21.0％増

ＮＩ・ＳＳ

35.2％増

（7.5%）

（41.7%）

（22.4%）

（9.7%）

（18.7%）

[947]

20062006年度中間期年度中間期 決算概要決算概要

（単位：億円）
（ ）内は構成比

（単位：億円）
（ ）内は構成比
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売上高（連結）売上高（連結）

※

※ ＮＩ・ＳＳ：ﾈｯﾄﾜｰｸｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ・ｻﾎﾟｰﾄｻｰﾋﾞｽ事業
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2006年度 中間決算説明会

22 2730
22

30
26

8
15 12

1,146 1,125

947

0

500

1,000

05 年度（中間） 06 年度（中間） 06 中間（当初計画）

0

50

営業利益

売上高

経常利益

06中間（当初計画）

売 上 高 ：21.0％増（当初計画比 ： 1.9％増）
営業利益 ：37.0％増（当初計画比 ：11.5％増）
経常利益 ：36.1％増（当初計画比 ：14.2％増）
中間純利益 ：93.8％増（当初計画比 ：28.3％増）
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（単位：億円）

営業利益、経常利益ともに

前年同期比 8億増

中間純利益

20062006年度中間期年度中間期 決算概要決算概要

売上高・損益（連結）売上高・損益（連結）
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2006年度 中間決算説明会

6ｐ

中 間 期 の 状 況

前年同期比で増収増益を達成前年同期比で増収増益を達成
＜売上高：＜売上高：2121％増、営業利益：％増、営業利益：3737％増＞％増＞

ＮＴＷＸのグループ会社化のシナジー効果により、
成長分野であるＮＩ・ＳＳ事業が大幅に伸長

＜ＮＩ・ＳＳ事業：35％増（売上高・前年同期比）＞

機器等販売事業は、付加価値の低い大型案件を
減らしたことにより利益率が改善

通信工事事業は堅調に推移
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2006年度 中間決算説明会

ネットワーク系エンジニアリングを主たる事業とする
ＮＴＷＸのグループ会社化

7ｐ

ワンストップサービス体制のさらなる強化を目的として、

4月にグループ会社化（来年度に統合予定）

企業ネットワーク事業 通信キャリア事業

ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ監視

システム設計

Ｓ

Ｓ

Ｎ

Ｉ

営

業

ｱｳﾄｰｼﾝｸﾞ運用

保 守

現地調整

システム構築

機器選定

システム提案

企画・コンサル

開発支援・評価

通信工事

工事設計

Ｓ

Ｓ

Ｎ

Ｉ

営 業

ネットワーク監視

保 守

現地調整

システム構築

ＮＥＣ
ネッツエスアイ

ＮＴＷＸ

ＮＥＣ
ネッツエスアイ

ＮＴＷＸ

ＮＴＷＸ

ＮＴＷＸ



『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

8『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

8

2006年度 中間決算説明会

Ⅱ．２００６年度 通 期 業 績 見 通 し
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2006年度 中間決算説明会

下期の事業環境

◎ 個人情報保護法対策などのセキュリティ関連投資が増加傾向

◎ 民間企業業績および景況感の回復により、設備投資は増加傾向

◎ 移動体事業者においては、番号ポータビリティ制度（ＭＮＰ）導入
に伴い、加入者獲得のため、基地局整備などが堅調

◎ ＮＧＮ（Next Generation Network）商用化に向けたトライアルがスタート

通信事業者通信事業者

企企 業業

◎ ユビキタス・ブロードバンドオフィスなど企業ネットワークＩＰ化の進展
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10ｐ

通 期 の 見 通 し

前年度比で増収増益前年度比で増収増益
＜売上高：＜売上高：2222％増、営業利益：％増、営業利益：3030％増＞％増＞

中間期同様、中間期同様、NTWXNTWXののグループ会社化によグループ会社化によりり
事業事業力を力を強化強化しし、成長分野であるＮＩ・ＳＳ事業、成長分野であるＮＩ・ＳＳ事業がが
さらさらにに伸長伸長

＜ＮＩ・ＳＳ事業：＜ＮＩ・ＳＳ事業：4343％増％増（売上高・前年度比）（売上高・前年度比）＞＞



『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

11『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

11

2006年度 中間決算説明会

638 660

1,170

1,670

329

270

セグメント別

2,500

500

機器等販売

△18.0％減

通信工事

3.5％増

05年度 06年度（計画）

1,000

1,500

2,000

905834

357
520

477

620

365

287

190

181

マーケット別

05年度 06年度（計画）

海外

4.9％増

官公庁

27.1％増

通信業

30.0％増

NEC・NECｸﾞﾙｰﾌﾟ

45.7％増

企 業

8.5％増（25.4%）

（64.2%）

（10.4%）

[2,600]

NTWX
430

（34.8%）

（23.9%）

（14.0%）

（7.3%）

[2,600]

（20.0%）

2,500

500

1,000

1,500

2,000

前期比：21.7％増

（29.8%）

（54.8%）

（15.4%）

[2,137]

ＮＩ・ＳＳ

42.7％増

（39.1%）

（22.3%）

（13.4%）

（8.5%）

（16.7%）

[2,137]

（単位：億円）
（ ）内は構成比

（単位：億円）
（ ）内は構成比
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20062006年度年度 通期業績見通し通期業績見通し

売上高（連結）売上高（連結）
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79 79
61

7678
60

3842
26

2,137
2,6002,600

0

1,000

2,000

05 年度 06 年度（計画） 06 （当初計画）

0

100営業利益

売上高

経常利益

06（当初計画）

当期利益

売 上 高 ：21.7％増（当初計画比 ： 同 額 ）
営業利益 ：30.4％増（当初計画比 ： 同 額 ）
経常利益 ：30.4％増（当初計画比 ： 2.6％増）
当期利益 ：61.0％増（当初計画比 ：10.5％増）
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（単位：億円）

営業利益、経常利益ともに

前年同期比 18億増

売上高・損益（連結）売上高・損益（連結）

20062006年度年度 通期業績見通し通期業績見通し



『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

13『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

13

2006年度 中間決算説明会

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

0．6

1．6

△1．2

0．2

増 減

13．1％

5．5％

11．9％

14．7％

06年度

3．9％機器等販売事業

12．５％

13．1％

14．5％

05年度

通信工事事業

全 社

業 容

ＮＩ・ＳＳ事業

セグメント別粗利益率（連結）

ポイント

ポイント

ポイント

ポイント

0．3

0．4

△1．4

0．1

増 減

12．7％

4．0％

12．0％

14．5％

06年度

3．6％機器等販売事業

12．4％

13．4％

14．4％

05年度

通信工事事業

全 社

業 容

ＮＩ・ＳＳ事業

＜2006年度（中間）実績＞

＜2006年度（通期）計画＞

13ｐ

改 善

改善を計画
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2006年度 中間決算説明会

Ⅲ．中期的な成長に向けた重点施策
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２００９年度 売上高 ３０００億円以上 営業利益 １１５億円以上

数値目標 （２００６年５月１８日発表）

企業ネットワーク事業

全国展開力で

中堅企業中心に新規攻略

通信キャリア事業

ＮＧＮ事業を核に
成長戦略の実現

通信工事事業

健全な育成

（従来からのコア事業）
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重点施策

１ 企業ネットワーク事業の強化

２ ＮＧＮ事業への対応強化

３ 経営改革活動の実行
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１ 企業ネットワーク事業の強化

① -１新規パーク（中堅企業）の開拓

17ｐ

サポートサービス
（アウトソーシング）

販 売

Ｓ Ｉ

ＮＥＣ

既存企業ユーザー
新規ユーザー

（中堅企業）

ＮＥＣ
ネッツエスアイ

既存ユーザーに加え、既存ユーザーに加え、
未開拓パークである中堅企業を開拓未開拓パークである中堅企業を開拓
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2006年度 中間決算説明会

①-２ 新規パーク（中堅企業）の開拓施策

「オフィス移転・統合ソリューション」、「ﾌﾞﾛｰﾄﾞﾊﾞﾝﾄﾞｵﾌｨｽ」ほか

18ｐ

１ ．統合ソリューションメニュー の開発

３ ．専任営業部隊の設置

２ ．サポートサービスメニューの強化

４ ．アライアンスパートナーの増強

「ワンストップアウトソーシング」ほか

中堅企業向け
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2006年度 中間決算説明会

お客様の負担軽減と円滑なオフィス移転

ネットワークやＩＴプラットフォームの最適化

セキュアで快適なオフィス

お客様に代わって、統合プロジェクトマネジメント
によりワンストップで対応

ベンダー調整

設備工事

移転実行

保守・運用管理

移転プランニング

お客様の負担を軽減し、
円滑なオフィス移転を遂行

〔参考〕オフィス移転・統合ソリューション

オフィス環境再構築における見直しポイント

19ｐ
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2006年度 中間決算説明会

統合運用ＮＷアウトソーシング

O（運用）

I（構築） P（企画） C（ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ）

回線サービス 機器レンタル

今後、強化を検討

運用代行 監視サービス

ＮＴＷＸメニュー

ＮＴＷＸメニューと当社メニューの一体化により
ユーザー業務領域、運用領域への事業拡大を目指す

② ネットワークアウトソーシング事業の強化

当社メニュー

ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ ＩＰ電話 IT運用

一体化

20ｐ
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2006年度 中間決算説明会

ユ
ー
ザ
ー

セキュリティ運用管理サービス
（ActSecure）

メ
ー
カ
ー

統括保守

運用・管理業務

運用（管理）

・サーバ監視
・ＶｏＩＰ監視
・ネットワーク性能管理

・ネットワーク監視

ネットワーク運用管理サービス
（ActWatch）

保守

ファシリティビジネス

・入退場管理

・ビル管

・ファイアウォール監視
・セキュリティ攻撃監視

・ウイルス監視
・セキュリティ診断

・Ｗｅｂサーバ管理

・ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀ運用
・ＩＴ運用

・ＩＰ電話運用
・企画・コンサル

・ヘルプデスク
・資産管理

・障害管理
・デスクトップ

・機器レンタル
・回線申請

・アドレス管理
・レポーティング

・構成管理

・障害受付・リモート保守
・マルチベンダー保守

・障害・問題管理
・作業員・パーツ管理

・ｅＰＭ

〔ネットワークアウトソーシング事業の領域拡大〕

ユ
ー
ザ
ー
業
務
領
域
へ
拡
大

運用領域へ拡大

ネットワーク
アウトソーシング

ユーザ－業務／

運用領域へ拡大
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アクセスプロテスタ

鉄道ソリューション

駐機位置指示システム（VDGS）

VoIP一斉同報システム

ネットワークおよびネットワーク機器の品質を診断するための、
ハンディタイプネットワーク試験器

IP回線を利用した駅務システム、踏切監視システムなど
主に首都圏の私鉄各社に導入

飛行機の安全・確実な駐機誘導を無人で行うシステム
（国内での独占販売権を所有）
新東京国際空港（成田）をはじめ国内に導入

VoIPの特性を活かした一斉同報システム
自治体、金融機関等に導入

PLC（電力線通信）

コンテンツ販売機「デジらく」

電力線を利用した高速データ通信システム
主に海外（ヨーロッパ、香港）に導入
国内では2006年10月に宅内利用が解禁

店舗設置型のデジタルコンテンツ販売機
レンタルビデオチェーン店などに導入

その他
電子ペーパー、トレーサビリティ、PCパラフィールド、
セルフスタンド向けつり銭機 ほか

③ ニッチ事業戦略

ニッチ事業拡販による新規顧客獲得

22ｐ

システム工材
FRPアンテナ支持柱、省エネ型キュービクル
主に通信事業者に納入
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２ ＮＧＮ事業への対応強化

① ＮＧＮの概要

② ＮＥＣの通信キャリア事業における

当社＋ＮＴＷＸの位置付け
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ネットワークと連動したサービス開発

アクセス アクセス アクセス アクセスアクセス

トランス
ポート

アクセス

トランス
ポート トランスポート

コントロール （ＩＭＳ）

アプリ
ケーション

アプリ
ケーション

アプリ
ケーション

アプリ
ケーション

アクセス

トランス
ポート

アプリ
ケーション

コントロール

アプリ
ケーション

コントロール

アプリ
ケーション

コントロール

ネットワーク
とサービスの分離

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ
の共通化

システムの
ＡＬＬ ＩＰ化

現状のキャリアネットワーク現状のキャリアネットワーク

各網単位での投資と運用

垂直統合型ネットワーク

ネットワークから独立したサービス開発
（新サービス提供の迅速化・

インターフェースのオープン化によるサービスの多様化）

ＩＰベースで統合されたシステム投資と運用
（投資・運用の効率化）

水平統合型ネットワーク

次世代ネットワーク次世代ネットワーク （（NGNNGN））

① ＮＧＮの概要 高品質・高信頼なネットワーク環境
かつ多様なサービスを実現

サ
ー
ビ
ス

ス
ト
ラ
タ
ム

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ス
ト
ラ
タ
ム

ＦＴＴＨ：Fiber To The Home
ＤＳＬ：Digital Subscriber Line

ＩＭＳ：IP Multimedia Subsystem
Ｗｉ-Ｆｉ：Wireless Fidelity
ＷｉＭＡＸ：Worldwide Interoperability for Microwave Access



『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

25『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

25

2006年度 中間決算説明会

② ＮＥＣの通信キャリア事業における当社＋ＮＴＷＸの位置づけ

工事設計

営業

システム提案

システム評価

通信工事

製品開発・製造

Ｓ

Ｓ

Ｎ

Ｉ

営

業

ネットワーク監視

保 守

現地調整

システム構築

ＮＥＣの通信キャリア事業におけるＮＥＣの通信キャリア事業における
当社の位置づけ当社の位置づけ

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

ス
ト
ラ
タ
ム

ス
ト
ラ
タ
ム

サ
ー
ビ
ス

サ
ー
ビ
ス

ア
プ
リ
ケ
ー

ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン

シ
ョ
ン

Ｎ
Ｗ
制
御

Ｎ
Ｗ
制
御

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ス
ト
ラ
タ
ム

ス
ト
ラ
タ
ム

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト

ア
ク
セ
ス

ア
ク
セ
ス

企業NW・公共・一般市場

３Ｇﾓﾊﾞｲﾙ
ｱｸｾｽ 光アクセスワイヤレス

光・ＩＰネットワーク

ＳＤＰ （サービス提供基盤）

アプリケーション

管理系
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ

ＮＮ
ＧＧ
ＮＮ

◆◆ ＮＥＣとの連携ＮＥＣとの連携によによりり事業拡大を目指す事業拡大を目指す

ＳＤＰ：Service Delivery Platform

ＩＭＳ

当社グループ
の対応領域

当
社
グ
ル
ー
プ

の
分
担
領
域

NECグループ
対応領域
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〔人材育成計画〕（構成比：国内連結）

26ｐ

営業

ＳＥ／ＳＩ

工事

保守・ＯＳ

企業向けネットワーク事業およびＮＧＮ体制強化のため、
ＳＥ／ＳＩ・営業要員増強

2005年度 2009年度計画

増強

増強

効 率 化 スタッフ11% 9%

16% 18%

22% 24%

20% 19%

31% 30%



『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

27『 ２００５年３月期 決算説明会 』
２００５年５月１７日

27

2006年度 中間決算説明会

① ＮＴＷＸとの経営統合の推進
→来年度の統合に向けた経営効率化およびシナジーの推進

② 全社改革の推進（ビジネスプロセス改革）

３ 経営改革活動の実行

27ｐ

コーポレートマネジメント改革コーポレートマネジメント改革
コーポレートガバナンス強化

効率化推進

営業力改革営業力改革
営業活動の効率化
リソースの有効活用

コスト改革コスト改革
AC-Ｉ活動の推進

（All Cost & Management Innovation）

ネッツエスアイネッツエスアイ
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All Cost &Management – Innovation
活動を目指して！

All Cost &Management – Innovation
活動を目指して！

ＡＣ－Ｉ活動 ＳＴＥＰ計画

費用構造の検証と改善

Step1
【2004】

原価低減活動

Step2
【2005】

タイムマネジメントの改善

総合コスト改革活動へ 業務体質の改善

Step3
【2006～2007】

業務スタイル改革 実戦人材育成

総合コスト＋業革活動
=AC-I活動へ

実行力の強化と定着

Step4
【2008～2009】

＋ ＋

＋ ＋

施策の浸透度を測りながら、新たな活動を目指して！施策の浸透度を測りながら、新たな活動を目指して！
◎ＰＤＣＡサイクルを確実にまわしながら新たな企業革新活動へ展開

① ＡＣ－Ｉ活動の加速

28ｐ
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受注の拡大 受注／ＰＪコンカレント活動の活性化

プロジェクト
マネジメントの強化

全国水平展開強化

収益の改善 競争購買の原則義務化調達力の強化

業務スタイル改善と
実戦人材の育成

タイムマネジメント
・時間の有効活用
・プロセス改革 他

基本行動の実践

大型ＰＪ対応

〔ＡＣ－Ｉ活動の重点課題〕

29ｐ

重点課題 具体的なアクション

保守作業報告の効率化（モバイル活用）
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主な訓練内容

１．土木工事（鉄塔基礎部配筋工事）

２．鉄塔建柱工事（ボルトの締付け）

３．電源工事（バッテリー接続工事）

４．空中線系工事（アンテナ取付工事）

ＮＥＣネッツエスアイ
移動体基地局訓練センター（伊勢原市）

〔〔通信工事事業における品質向上および技術者育成への取り組み通信工事事業における品質向上および技術者育成への取り組み〕〕

例えば、移動体基地局建設工事関連では移動体訓練センターで技術者育成に
取り組んでおります。

各種国家資格取得など品質向上および技術者育成に向けた各種国家資格取得など品質向上および技術者育成に向けた
取り組みを、協力会社も含めて常に実施しております。取り組みを、協力会社も含めて常に実施しております。

工事品質

の向上
施工技術者

の育成
施工監理技術力

の強化
目 的
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本資料についてのご注意

本資料（｢2006年度（第75期）中間決算説明会｣）に記載されている
将来の業績等に関する見通しは、将来の予測であり、確定的な事実に
基づかないためにリスクや不確定要因を含んでおります。

実際の業績は、様々な要因の変化により記載の見通しとは大きく異なる
結果となりうることをご承知おき願います。

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、当社グループの事業を取り
巻く経済情勢、社会的動向、当社グループの提供するシステムやサービス
に対する需要動向や競争激化による価格下落圧力、市場対応能力などで
あります。

なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定するものではありません。


